
〇 〇 〇 〇
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成 画 成 争 画
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公 公 道 道 道 道 過 農
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立 立 変 開 変 決 促 権
て て 更 始 更 定 進 限

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農 知 家 土 土 土 土 生
林 事 畜 地 地 地 地 活
水 権 伝 改 改 改 改 保
産 限 染 良 良 良 良 護
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限 保 生 計 款 員 る る

第

〇 〇 〇 〇 〇
生 生 生 生 有
活 活 活 活 害
保 保 保 保 興
護 護 護 護 行
法 法 法 法 の 告
に に に に 指
よ よ よ よ 定
る る る る

号

毎
週
火
・
金
曜

二 木 開 示 種 告 施 の
月 現 発 登 理
十 業 行 録 事
三 所 為 の
日 告 に 氏

示 関 名
す 等
る の
工 届

金 事 出
の

曜 完
了

の の 及 特 に
承 免 び 別 係
認 許 供 措 る

用 置 保
の 法 安
開 に 林
始 よ の

る 指
市 定
町 施
村 業
道 要
の 件

に 安 画 の の 換 指
係 林 変 変 住 地 定
る の 更 更 所 計 介
保 指 の の 変 画 護
安 定 認 認 更 の 機
林 の 可 可 の 決 関
の 解 申 届 定 等
指 除 請 出 の
定 の 変
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予 否 （
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決 止

介 施 指 医 示 目
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機 機 医 機
関 関 療 関
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指 指 関 指
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変
更
（
廃 次
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日
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日
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（ （ （ （ （ （ （
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（ （ （
土 土 土
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）
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－ －
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〇 〇
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年り

ブ人た
第 たのし
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這
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日ン家
枕
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き の の 異 成 届 成 五（
る 一 届 動 平 十 出 十 十
病 部 出 届 成 四 四 分（
院 改 出 十 年 平 年 の（
等 正 平 四 八 成 八 一（
の 成 平 年 月 十 月 の
指 十 成 八 分 四 分 数
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管 実 資
理 施 格
委 に
員 関
会 す
告 る
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示
に 映
ー定 本 ピ規 日 ーの

り

画像よ

映

療
医

、

五 扶

七
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っなれるの
助
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、成あめめ

て

画像
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北
知

堀著ししつ
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事
定し、、け

の条

開例

始第

の
決号

示 定

規
の

項
１

第
条

４
第

）
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正 ） 分

）

認療
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全それ当
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の粗的
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、
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よ
に

定
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七 七 七 七 七 七 七 七 七
四 四 四 四 三 三 二 一 〇
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ム

称本 成アク
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日テ 科 児

北 海

と 北

生お 海

り

株高ヤすは

道

届 ま ず 式活
告

出 栄 会保
示

が な 社マら護
第

あ ん か

法

調

っ しす昭
た ヤ薬号

。 剤調 ま和
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療ク

医歯医ッかパ下広
中 ス 法医法川 が尾 療科

フ 社社児央

人院人町 小

市科ラ科
ァ 歯歯 団団ト

美村クク ミ 博

第

かい

シ酒すな美よあ桜

アわじち 井ヶお町 ロが
耳 ムリ ら

まク 内丘ぞ歯

楽クク 鼻 内ニ 科敬ら科

ク 科科 クッ ク

号

称 成
平

名

平
成年
十又
四月

年
十

院リ
ク 医病ィ 氏科

日は

市市
館路

所函釧同

名院
大岱 地通栄ヶ

本共鶴 在
又目９丁

丁通２

２

薬局
薬律 東薬法 薬枝 局剤年

店局局店局

第 山幸
幸梨第

函北美枝目）
号

館見唄

市市市郡郡

２幸臼の

東高西枝羅条

ルリ

２東条町町２

山栄

歯 ニニ ー ラ科

リリ 会歯

科科ク

オリッッ 歯 イク

尾

同同釧石下広

ンニク
樽西広

市市町郡

路狩川
町

５園金川町尾

桜花白

丁１町６

呼 リク リ荘リリ

療 ニ 吸 ニ診 ニ医ニニ リ

クク

所 ッ 器 ッッ務ッッ

亀余上小

クク科ク室）

小庭田市川樽

釧北苫恵

市市牧市郡郡郡市

路見

麻１

鶴高市相大余当桜

町町町丁

ヶ栄し生野市

岱東ら町

二
月氏 十
三
日

所
名

金在

曜

丁目

地

２番 は番目２

知
道所
海
北号 住号番８

堀成
届平同同

事
出

町町規

丁町南栄栄の

の

定

目４２

１丁丁

に

１よ －番 －目目
１地 番り
、

同同同関
機

療
医

定

号指

条番並

等

同同

目丁

７丁２通

６目番２地木

番

４１

６番号目西

号

同同
８
－
１

２目

号－丁

字山中目
同同同同

２町か

向田央 丁４ば
地 目丁町野町７番 番

区 ２目１

号

地地 ８番目番番 番１丁

の５ 号

同同同同同

号
９２ 号番

成
平同同

日

堀
所
事
知住 道

海
北は

又
定

指

達
紋社祉

容止

也休同同

内
ふ祉会

称福議 別会協

名

か

室介
人問 れ 又法訪

ら
次
の

居 北

生宅 海

介平

名中な

道

護成 称な 垣活
告 は保
若 示護
し年 り 又え第法
く は整 灸

は月

医 北

生療 海

扶平

す中

道

助成 垣 ず活
告

ら

保
の 示 は護
た年 第

り ん法
め 薬の月

療歯
医村ラ加西ララ有

歯フ 賀 法科イ限 イ町イ

歯科 社リフ調会 オ 人ク

年 達

ック調社 団ニ剤 ン

産 ニ

西 ヴ
イク葛

日
也月

蘭護 はあ ど
こ人

グ婦 ン

福
会所 介社業 氏

市事 い
介 種 ー問

サの訪同

名護

整昭

ス類護

ビ

居 号 氏骨和
宅日 骨

援
律支

法護
年 名院院介

小田計
第 所苫亀

在牧郡画
第 地柏飯は ）

市七又 号

木町施

町本設

灸昭

４町介 条 又

局施 号和
術日 整 枝

律 店院当
法担 幸骨年を

る
第す

枝苫施
関 第

郡牧機 ）

幸小術 号

枝市
幸若を

徳クリ 科 歯薬

町草次 条

正 会医新 ニ 友科剤局大

院院ク局店堂
富 ッ 医薬

広市

小同釧下北同余

市

市余

市市町島郡

樽路川

５金町中新市

花桜白西
央富町

園
１丁町

ッ院

ニ医

リ科 ク外 も

科

路万

釧長

郡郡

路越

釧山

蘭

所紋の室

町部

別
町２

山町 地大本

市市 在

番

目２ は丁目

２丁 又
住

番

護 の

所地号

丁

を ２ は

さ 項

番当 住１

２担 第

目

海 定
る北 規

所号せ の

２

を知 よ

指平同関道 に
機

次事 り 定成

の 、 年

と堀 介 月

１と お

栄町の に

日お 護

丁お い

町
目り て

北 す

番定 用 １６指 準 －

し
第

知 法
。道 同

号た海 る

事

同同

の

堀 条

－５町大 丁目

町

目６番２丁西川

番７目丁

２号－丁 目 番６号７５

号１目 １

同同同同同同同
地
番

１部

目万

丁長

１字

曙町

－

１
－ ５

五
八

同同

定成

指平同

年
月
日

め
し た
定達 の

指 助
り 扶

の。
た也

規
定

達 に
、

同同り也

よ

止
廃同同同同同同 同同



ん

ルロ呆む

こグク痴ム

ース性か

平

メプ高し

成 ホ齢館

十 デー者

四 ムグ

年 ィ夕ル

十 張ー

北 海

所ソ式デ

介介通ラ株メ
社カ

老老リン会ィ

護護

畑事

保保ビ丸ル

人人ハ

具部

施施テ家業

健健リ

麓麓シセ

設設ー

道 公 報

イみル護

デ恵ーグき介

ホ保

ーデプ人

サ野ー老

おーム施

スサー健

ビイ
むスお麓

おビお設

第

ー

祉所株ア株ケホふデ

会セムれイ 協式セ式ア

社タ社ンヘあサ

議会ン

プ
いー 居コーコタル

会
介ススサイビ 宅ムムー

支五おビ

護ンンーンス

号

福議福

会協会

社祉所社
室

人問人

法訪法

祉会祉

市介市

蘭浴蘭

室入

二 カサプ

月 ザホ

十 ルンー

三
日

共介

短療痴型活痴型活

護対同護

期養呆共介呆
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金

曜 函夕上

ンタ
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・ 士 館張
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苑苑
護健所リョ祉与

短療介
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期養

室号千

所護人設ハー具

知地知地蘭歳

倶番倶番

タさ

さンら苑
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ョ

同同痴型活通ビシ

き

同護リテン
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応生ハー

対
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援
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蘭
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入介
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３３台
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２
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介北生社

会人

事生法

援済祉

支道
所小北

業
会

名社社介社社入社社
福福 称会会護会会浴会

祉護祉祉

福福事福福介
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－ 又２

町 地栄

住

成

届平同同

所

市あ 第

歳が ２

千出 の

出

お

１。 に

陽た 項

北っ ４

知 準

４道 て

目海 い

丁北

余延

同

堀 る
す

２事 用

－

市町園

蘭市寿

室
東黒

４町

町川

丁

目

目丁

号地

８番

番３

支

変 変援

更事更

称称

名所名

・業・

変
更

称
名
・

の 第

同法

容止
廃

内
達

条

也 の
２

同同



北 父 北

土 海 土別

道

海

土平 道地地
告 地成 告改改
示 改 示良良
第 良年 第法法

区
の月 昭昭
号 定 号和和

款日

北 海

の 事

と平事

の理監理

次

・別事

お成
り
役年
員

藤

の月氏齊

住
所日

道 公 報

北

土

区覧

海

地

のそに

道

改

換の供平

告

良

地関す成

示 計係る

法 第 画書。年

を類

昭 定は月

和 号 め、
た北日

第

北

土 海 内株海ーケ北

道地 科式道ア陽

告改 医会今プ

示良 院社金ラ

第法 ゼケン

ンアセ

昭 シセン

号

北ター

和 ンンタ

号

法
療

医

平人

成社
十団
四五
年変変十
十更更嵐

を
律律 更

法法 変
年年 の

認
第第

可
。 第第

た ））

し 号号

名男

変純

２２

第の

条条

届
の

更
出変網の

が走
町

。別

た満

っ住女

あ郡
住
字

更

知第

空律

道法

。海年

支
え第 備） に号 庁

て第 い条 置

項 、

宅援

律 支居支居支

法
年

介介

第 援宅援
護護

号今千第
）

号

金歳

今丘２

字富の

町市条

二前後

月
十社北居

三会檜宅

日

人会
法社

祉町護

福山介

北福函

金

山協市

檜祉館

曜

の３

項第

社会岡

町議富

海 よい

北 にお

定に

規項
す

事 平用

知 、準

道 りて
る

成

堀

法

年同

吉

月第

前地
番

事

走 知地

道変網番

海
北

の 平

字
町
更別

満 堀

女
郡

規 成

定

北に 年

よ

道り 月海

、

堀川 ら走 か事網 日知

土

丁１

金３第

、改 間地 日

目項
定

－規 ５５の －

幌
南

同同、
り

よ
に

町
夕

日

目

祉訪丁

福定１

会指町

協問
議介
会護番

指事
介成

問平

訪所
定業

護
事

１

也 、第

日条

達 ５８

業

同同同同

同同同同同

秩

也吉
住 達所

同

後

同同同同同

同同同同同

縦ら の也か 般区 一達良
、

北

家家病ヨ同 海

畜平畜のー 道

伝成伝種ネ 告

染類病 染 示

病年 第

が
次月家の類牛同

張

平が
事な同

地

同同西
太

ま
業 成ぬ

業 主 年農

月協

所

関

規の

の。そ

項た
止
廃

同

、は

り類

よ書

に係

定

地

３１１１２

同同同同 同同同
江紋の山紋線紋 紋地根

１１１１４

同同
樺番紋線 河

畜種 の 号

の

り患疑畜患同

お
と日

た
し
生・患別畜

発畜似
発天上

生数２１ 。発頭

同 体
区都長

地長南

名合

日組
事基基

名北北
沼

土成

の平

次、

地
改年

良
事月

業
地ら

土か

の日

改

別 別別１越別１の

良日

八滝地
郡 市郡郡郡番５

町町

武 山滝雲上

雄 角白
村町

字熱字
上 地北 上田滝 番字
雄 白

原
野武 滝
番西

番 地

の室 地別 戸別 東

４市 番
士滝双 地番 郡郡 郡１郡
地 新生

上沖

字丁

津原 町町２

十田 幌

町字 士上目

川町 字

字安 幌
西原番 花国 幹滑

地 月 ２野２ 基番 線
町

富川

生豊上
郡郡

塩川

海明水

北有菊

の字字
町

道場

盤暗盤暗

堀
所地 事番 知

）

備ょ備ょ 業
整き整き

の進進

促）促

道整整

種 海盤盤

北基基

北同

堀
事類］］

知備備

の

画般

計一

業、

事間

縦

認供

のに

更覧

変縦

の

六可す

〇

同同同同

を
請
申。

のる

同 同同同同同

生成

発平同

達年
月 也
日 庁

也支
場知

達空
覧道

海

し
定
決

と
当

適

所



４

え解在保た

備

平 置除場安目

成 次いに所林的

十 のて係と

四 図縦るし

年 」覧保て

十 はに安指

北 海

３

え解在保た解

備
置除場安目

て係と

除 次いに所林的

」覧保ての 図縦るし

の
はに安指

道 公 報

２

え解在保た解

備
置除場安目

て係と

除 次いに所林的

」覧保ての 図縦るし

の
はに安指

第

定１

除成解在保た解

解平
を

除場安目 す

係と

除 る年に所林的

。

保ての 月るし

日安指

号

北

森 海 ヨ

道林 ー

告法 ネ

示 病

第昭
和

牛

号年

二 、供林定

月 省すのさ

十 略る所れ

三 し。

日

郡き

の梨つ

そ目魚

、）
面羅

図

金

北町

を臼

曜

さ

、供林定理
道町

海岬

し。
略る所れ由

省すの

の梨砂路

そ目土道

、）

壊と

面羅崩地

図郡の用

海岬防る

北町のす

を臼

さ

、供林定理
道町備た

し。
略る所れ由

省すの

の付害路

そ野風道

、）

備と

面別防地

図郡の用

西た

海中る

北町す

を海

海

所れ由

のさ

林定理
道

）の保

都。害岸

寿る風

用

町設

都備施

寿防全

郡

地

字

第 患

律
法

畜
１

第
）

号

郡２

塩第

天２
の

条

日

庁
支３

室の

根７

務示

林に

部図

済の

経次

臼限

羅に

び分

及部

課す

庁
支３

室の

根７め

務示

林に

部図

済の

経次

海限

別に

び分

及部

課す

後別め

志
庁の 支
経

示 課に 務図 林の 部次 済
す

岸と
都分 寿部 びす 及

め

中た

浜る

町
北

知
道２
海の

豊項

す
示
に
堀図
の
事次

満よ

徳に

字定

町規

富の
に

う
よ

の

地次

外、

番り

に
場）

役。

町る

成保

平

た１
安安目

成指保保た

平
。

定
業のと

年施林林的

場）

役。

町る

月要所し

に

北

農昭 海
道林和 務

告 立次部水
示 木産年 の治

第 の大法 と次山

伐臣律 おの課

。 場る 役限 町に

り図及

３

） に

森間 定
立村

指アイウエ

益の伐林伐

木次浜そ主

伐森村他と整に 施のの

也に
分
達部

林のし備係

１２

限

北

農 海

林平保場指 号 道

水成安所 ） 告

林 第 産 示定

年予 大 第

定 条 臣の の か月森

安
林
の
指

解え
備
置

件在て

図縦
のて

除次い

れ

予さ

更所定

日変場指
ん

美か

郡の

川源

上水

定

か第

町養

瑛

採号 と」びら

す及浜 の
。村） 次 るび益 限号 、
の 度

よ 次役第

の場

３ 保 お備の に とに条 う

はいお 林 」置に 安 りえ

業

定 省縦て 指 、てい の

画森 の
に国森て計る 採

に採で林 方 要つ有林伐

件法て。つを定は

い林
てるる次

は次いすめ、
準と

立図はこ標の

、の
の示主が伐お

木に、と
はき齢と

伐す伐で期り
上る

を分、る以す

採部

規

禁に択立

林 ら 号

的 よ 次所 に 、日の目 定
に浜公 知 う通 よる の在

保 っ 安郡の あ 保益衆 が
定

指村 。 を益健 た 林浜

省す
、供 理
はに
」覧 の

の
道そ
、）
し。

由略る

す北
とを

地面
用図

路

に
海図

北の
次
。
林

有
国

道

六 知示

一

施 略覧準

に
堀分
部

事す

する 要 、供す 業 しに用
変 図。法 を のる同 件 そ

更

面）第

及

定

係規 予

関の る

び条 す

の。

をよ あ

類に で

書定

の

するにはも

止限伐木
す

。）る当と

る。よ、
す
在

所
の

木。
立る

。該

。

予林

る有

す国

町
市

る

海に

る北図

あの

で次

定
林事部

森知す

、道示

旨

堀に

法分

支
室
め根
た道

る海

昭限

限

び
及
課

務
林

部
済

経
庁

通 旨

北る る

也
）
達。

る

産あ 林

水が 森

道知 、

海

る

町
市

る
係

に
村

林法っ

。

和

町
臼

羅

第
律也

法
年達）

に
場

役



３

立次務定安

林指保

イ
木の部施林

の山要所

のと次治業の
変場

採り図課件在

伐お
のと」及

北 海

伐

次美次美そ主村間
町

と林に

の瑛の瑛の伐森

林のし整係

森町森町他

林
に国に国森て備る

道 公 報

２

目更立

林指保保た変
ア

部施林林的後

務定安安
所し指
の 治業のとの

木
施採 課件在て定伐 山要

及変場指

第

イ

町立次
木 美そ主村間の
おの

の 瑛の伐森伐と次

整係り図 伐 町他と林に

のし

国森て備ると」 採

号

ア
変

平更立
成木 後次
十の のの
四伐 指森
年

採 定林
十

美予

限す及び更所

施に

並。瑛定

度るび

植と場上

にの役

び次町
え美

のり備郡

栽おに川

・、い町

法は置瑛

方」

期省て

つ有林伐計森
間略縦国

い林い林に採画林

つ有

定、

て。て。つをでは

てるめ次

は次は次いす

主図はこるの

、の、の

木に伐に、と標と

立図

伐り

の示は示主が準お

にき期と

伐す、す伐で

伐分係る齢す

採部択部

禁にににる立以る

を分

業の
止限よ限伐木上。

法

美予さ要方

び更所定
源

場上水

役
町

瑛定れ件

瑛ん

え美か

備郡の

に川

て
い町養

置

有林伐計森す及 の

縦国

度。

林に採画林るび 限

。つをでは

るめ次の

次いす定、次

とお

図はこるのと

のて
示主が準おり

に、と標
き期とは

す伐で伐り」

る省

分係る齢す、

部に
限伐木上。略

にる立以

の 二業つ

月要い 方

十件法て

三は

日

、
は

伐
主

、

金

伐
択

曜

び、に林

及し覧有

よ
に

るの

種のす次

樹そ供。
す

び示

及）に

面。図

図

る

を限

類に

書分

係部

関

、も

するるる採はの

北

））を当の

る。。。種
な木る

め立す

定該と

。

町
市
る
す
在
。所
いの。

の

す次

供。

に林

覧有

村

に
分
部
す
示

）に

。図

る

、も、

る採はのし

る
限

該との

）を当のそ

。種

及

な木る面

め立す図

定
す係

在関

。所び

いの。
村北

町を

市類

る書

日

事

産
水
道）

海。

。
る

北

過を 海

疎次 道

地の

イ

告

域と

林

示 立次務

自お 第 木の部

立り のと次治

促完

市
る
係
に

伐おの山

ア
次美そ主村間

更立町

変
の のの瑛の伐森伐

木 後

４

）
。

指森町他と林に

務定安安目

林指保保た

次
の部施林林的

山要所し

と次治業のと

市産

る水

係道

に海
おの

アイ
木 次美そ主村間

立町立
に

のの の瑛の伐森伐

木
森町他と林

の

林的後

安目更

保た変

し指

と

進了 号

のと」及特す

採り図課
び美措。

限す及び別る

並。瑛置

度る
にの役

び次町法

栽おに成

植と場平

のり備
い律

法は置法

方」え年

定林のし整係 伐

・、

森 の
施に国森て備る 採

採画林 方
業つ有林伐計

て。つをでは

要い林に

め次

は次いす定、

件法
主図はこるの

、のてる
主が準お

伐に、と標と
期と

、す伐で伐り

は示
伐分係る齢す

択部にき

及変場指

り図課件在て

予さ

す及び更所定

と」
。瑛定れ

るび美

川源

と場上水

の役
次町

」え美か

り備郡の

おに

伐伐

、い町養

は置瑛ん

林のし整係

のの

に国森て備る 採採

画林 方限

つ有林伐計森

。つをでは度

い林に採
め次

は次いす定、

法て
主図はこるの

、のてる
主が準お

伐に、と標と
期と

、す伐で伐り

は示
伐分係る齢す

択部にき

れ件

さ要

定業

指施

て定

期省て第

健
保

の
衆
公

間略縦
供第

び、に）

及し覧号

樹そ

種のす

項

及）１

面。第

図る条

る

類に

書定

係規

関の

び

限伐木上。

ににる立以

。種、も

るる採はの

よ

立す

定該と

）を当の

。

在
。所
いの。

な木る

め

省て

市
る

す

。

、に林

し覧有

略縦国

。図

図るの

のす次

そ供
係部

関す

び示

及）に

面

ににる立以る

類に

書分

る採はの

よ限伐木上。

）を当の

。。種、も

る

。

な木る

め立す

定該と
市
る
す

在
。所
いの

六
二

水の

道道

海町

北る

をよ を限

市
る

係
に

村
町

産工

村
町

産
水

道）

海。

北る

市
る

係
に



張人

夕天

平
成 新

峡

十 美

四

瑛 得

年
十 線線

北 海

路路

の道道路登

そ

１２
線線 図種路別 係のの

関

名線

、道、

は名港 面類

北道区

道 公 報

更 北

道し 海

た 道

。
路 穂南

告

別黄法
示

金第 鵡昭

長和

川和号

線線

年

第

事路路

工道道路

３１２
名

類線 種線 種路 ののの
道区名

道、

類

号

事 成
平路工

１２
線
区 年
月名間

日

二
月
十 勇勇上か小

三 川ら 払払班

日

美川 占占で

郡上 郡郡ま

字字

町美 村村

瑛郡 冠冠

国瑛

金

林国 トト

有町 中中

曜

海域

川林 ムム

上有 ママ

縦老老

建び区白白

道及

老

道場白白

部覧郡郡

設

虎

備字字

整町町

路所老

び浜浜

及杖杖

課虎

次

勇勇伊伊

第
律

法

払払達達

鵡鵡長長） 郡郡市市号

川川和和第

町町町町

条 字字

第
１ 番 有有番
４ 明明
７地項

地 番先の

改域

番先

里里縦

斜斜斜び区

築及
所

清清清場

郡郡郡覧

里

元

水水水

町町町

里里里

町町町

元元
番番番

線清
２郡

道里
町斜

里
清

里
斜

上
路町

道里
番日 中上
部川

地先

林部 １地

森中 番番

署管 かで

理林 先ま

管森
業

区事
業署

事理 ら

林区
班

縦番番 の

か 所先先 場地地 覧
い道 置国 え般 備ら一 に

３か規

示点 告交 、号 て

定 １
まよ 先般 先に 地一 地ら

、 ら道 でり か国

道
を ま域 ）区 点の 交路 号

７

の
次 で

で

まかま

先先先

地地地

海ら 北か
先

地
３

間

でら

堀
事
知
道

前後前
班ナ

小班
ネ林

変後

ら
か間で 日ま の）

敷
前別
更の前後

地
の

お
と

り
変

週

らでらで２

かまかま

、成
間平
一
般年
の
縦月

しそ週

定２員
幅

の
地

敷

。関、成延

たの間平

係一
図般年

面の

也
達

は縦月長

北

道

４

道
海

路 工

告法 事

示 完

第昭 了

和 の

らで

まかまかまかま

日

でらでらで

延
員らでら

かまか 幅

一

長
国一

般 道般

覧
供
に日

一 道

す 般 道

る 国 平

。 の 道 取
厚間

け

おお

にに 線間号 真の
るる

け

、覧
る

道 道す
海供国

北に日

重 路
道の

部と

設。等 建
及間

課区

備複 整

号

第 成

律 平

法
年

年号
第

月）

日

１
第

条

間
の

六
三

国

旭
道

海
北同

等国
の と道道
間

区

おお 複

にに 重号号 の

北

知
道
海間るる

北けけ

海
北同

覧室

堀道
海

事縦

次
び

所
業

現
木

土
蘭

室
道

に海

所北

場覧

覧
縦
の縦

堀

い所

置事

え知

備道場

、
り

よ
に

定
規

の
項

、
て

現
木

土
川

を
域

区
の

路
道

也業
現

達場木
土
蘭

所
業

ら
か也

日
の達

示
告

所所 決
り

お
と

の
次



成

の間平道

そ週路道

２

大

関、

線 係一

旅

図般年津

面の

名線

は縦月来

、覧
北に日

北 海

北

道 海

路 道

法

豊

告 富示

昭 浜第

和 頓

年 別号

線法

道 公 報

線
峡

別
然

第

線
別 状

津

環

府

見子

北訓

線

号

勝
十

平岳

成温
十泉
四美
年瑛
十

川川

道す供中中

海供

線

部豊豊 用 設。郡郡

建る
整旅旅

路町町 開 道頃頃

備始来来

課

先先 次地地 び番番 の 及
第

律

区

河宗ツ
猿宗） 郡郡イ号 東谷ナ

追払谷第 鹿
上管第 字字林条 町村森

の マ払署項 リ猿理２ ウ

規 ク

東東東

河河河河河河河

郡郡郡郡郡郡

東東東東

追追

鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿

郡

町町町町町

追追追追追

ウ

字字字字字字字

町町

リリリリ

ウウウウウウ

マママママママ

リリリ

北常常

ククククククク

市郡郡

川見見呂呂

上北
輪子子

美緑三訓訓

郡市

府府

瑛町

町３

町町

美目字字 番 字丁

大大

先 原番谷谷 地 瑛７

野ま

二
月
十上

三川

日

字
町

瑛
美

郡

金

瑛
美

曜

覧間らで 縦かま の

野
原

道成

に海供の平

所北

場

用 備
え知期
開 置事

い
て堀始日

示縦北土

告
、

定 国
地ふよ 林１班に 有番林

り 先小、

枝先の 班ら地次 林か班

の 班郡で路 小幸ま道 ろ
町を ま別用 先頓供 地浜

有有

国国国国国国国
で

林林林林林

有有有有有

林林

班班班

林林林林林林林

いろろイいろ

班班班班

班班

小小小小小小小

イ

地地地地地

班班班班班

か

先先先先先先先

地地

でらでら

かまかまかま

らでら

地で番番 先

先先 ら ８地地 か 番１１

で
まらで

先かま

地

日

覧 の達海木

ら
か

先
地

番

広所

か也帯業 場 日道現

更２

ら所

北

道しそ週 海

、の間 道

同関、

路
告

条係一

法
示 停

第図般 第

２面の

昭 車

和 場

項は縦

後

。
る サす オ始 字開

線
下

道
道

前

居
辺
高

後前前後後 前後前後前 後

の、覧 号

す

律定海供

法規北に

年

ら先よ建る

第 か地に道

中まり設。

第 郡路道 ） 川で道部 号

池の路
供整

１ 字を課 第 町用備 条 田

で

まかまかま島
常開及

中

でらでら

川
郡
池
田

磐
常

字
町

ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

一 一

般 般

らでら

かまか

す次 の 磐始び 項
規るの

り

場 よ

１覧 に
。縦 番定

区

置 の

え 路

備 道

に 、

所
、 を

て 域

い

北

稚
道

海
北

同
先

地
１

番

帯
道

海

国 国
のの 道道
間 間

るる

けけ

おお

にに

号号

網
道

海
北同

六
四

の と

示 の

告 次

旭
道
海

北

木
土同

内

変ら
か り

日 お

走

所
業
現

木
土

広

所
業

現

業
現

木
土
川

所
業

現
木

土

所



１２３

許許名住代位

免免埋

平 のを表立

成

年受者

十 けの区

四 た氏 月

年 日者称所名域置

十

北 海

の 北

公埋 海

有立平 道

水て成 告

面を 示

埋免年 第

立許
法し月
た 号

大。日

道 公 報

園
公島 礼

利文 港
泊

船礼

線線

第

真

頓

線厚

浜

取富

路平豊

名線線
別

号

のの

成路路

平道道
１２

類線

年種路
、

月名

日道区

二
月 平北札北目

十 成海幌海梨

三 道市道郡

日

央事臼

年中知羅

日３法

６北堀松

月区町

金 条町

西達

曜

正

及 丁番 ６也

第
律

法
年 礼礼礼礼

第
条

２
第

）
号

礼礼

郡郡郡郡

文文文文

町町町町

文文文文

礼礼

船船

字字字字

大大大大

村村村村

泊泊泊泊

船船

郡

払払幸幸

区勇勇枝枝

真頓頓

厚厚浜浜

郡郡郡
字

京京町町

町町別別

真
番ササ

５１オオ

町町字

縦
び

及
道域

１１ツツ

番

所
場

覧

日 び 目

項
１

面
水
有
公
の
先
地

番

り知

よ道

に海

定北

規
の

字字

り
お
と
の堀

次
、事

ンンチチ

ベベヲヲ

字字

ナナ

イイフフ

ササカカ

ママイイ

トト
リリ

番 番 ４

１
地 ３地 番１ 番

先

ナ

かで 先か 先ま 地先 地

ま宗宗

先先イイ

地地ナ
管
林林
森森

らで谷谷

か

署署
理理
管

小小
ふえ
班班
林林

７２３

公達

地地地地

のののの

面
水也

有
区

後

地

前後前後前

で ら
まら

らで
かま
先先
地地
班班

前別
更の前後前

変後
間

敷

点点点点

分７ 囲３

の２３ 級秒 ま
れ秒地のの 基
たの点地地 準
点 区方か点点

域向らかか

方らら ＝

向方方 －－ 日

角向向 ３ 本

角角 － 測

域区
のを地

らで次との

かま

のんと

７結点

地だを

点線結

と、ん
だ

のの及

２３線

で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら

地
の

でら

かまかまかまか 幅
員らでらでら

延
国道け道け

長

地の度 系地度度

、 北 に点分 緯 よ分分 る＝秒 度 測の秒秒 量方のの

分 の向方方 成向向六 秒 果

）五 を

） 使

かの

地び

東 ）の ら地の 、 用
地

ととの

点点７

地
を

の

だ点８

ん地と

結の点
結点

、を地

線と
ん

地線結

のだを

２んと

道道る道る

同同

点、

千 等千

歳 と歳

鵡 の鵡

間 複線間線の

重川の川

海

縦北北

間おお

区にに

知
道

海
北

覧室稚

道道

海

点 向点 経地 方点地

堀
事

角
度
度
分

だ と
の線

て

地とっ

の点よ

３地に

現

場木木

土土

蘭内

点８

也
達

所所所

業業

現



地地地

地ののの

１２３

区点点点

北 海

４
に

面立位区

埋
関

積工置域

地地る

ののす
事

点点

道 公 報

５６７８

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

第

点
地

の

号

平
成８
十の地
四地

年点区

十

分 次点よ３

１２ 級秒 のとる
測秒のの 基

１６量の地地 準
点 ののの方点点

地地成向かか
らら ＝ 点点果

方方 －－ かとを

向向 ３ らを使

角角 － 結用

６ん）の

のだ地度度

施目
の

地地計行梨

の区区区郡
町 点点臼 地地域羅 の
か

松 から

法 ら方

町 方向 向角 角

番

度及

のの５６７８

地地のののの
点地の 点点地地地地の

かかか点地 かか点点点

方ららららか点 ららか

ら 向向方方方方らか 方

角向方 角角向向向向方

角角角角向 度角 度度 度度度

分 のとのん域３
級 地を地だ秒
秒 基 点結点線日

の 準 とんと及本
び測方 点 だ

向 地 線
のの系＝ 、

－ の地地に－
３ 地点点よ
－ 点ととるの と測 を地 をの量点 結

結地
二
月次結

十ののん

三だ 地

日

か地、

点の線
の

方と５

ら点
向

金

地点

角の地

曜

とら

度点か

、 北 地線点

緯 点に
まよ分分

＝
度 でっ秒秒 をてのの

分 順囲方方 次ま向向

秒 にれ

） 結た

） ん区

か

地 東 線の らの 、 だ域
び本点 向点 経 及日地 方

び 度
分 分

番 秒
向向 方方 の先 の 秒地

の
地点 の地

度 分度 分分 分分分分 秒分 秒秒 の の秒秒秒

方の 方ののの秒 方の秒

向方 向方方方の 向
向向向方 向向

の

の の地

地地 のの 地点の地のの

の、

点点点 地地 点地点

ん点

北 んの
線点果＝ だと

緯 だ地成

線度 、とを

、を使
結用 の分

のん） 地
点線） 点 の秒 地だ

） と 地とにか を 点よ
っら 結 と、
東方 ん

経 のて向 だ地囲

日

結８

分を
ま

方線点

のだ地

秒んの
で

向、
のを
地順

結

地とに

の点次
のだ
５ん

点

測角
度 １地
の系度

地に分
の１２ 北

公埋 海

有立平承承 道

水て成認 告

を
認

面を 示の 埋承年受 第

け 年 立認
法し月た 月

５

点

埋
立 面

地

地地地地用

ののののの

点点

８９

地地地地

のののののの

地地

角 線点ま 、 の度 とれ
をた度 地

結区分 点

点、
地線

地

を８
と

地地地

ののの

４５６

日国 た 号

平庁

正官

大。日の

年成

法
律年

第

月

第
）日

号６

漁

点点点点積途

地地計港

の区区施 の
地点点用 地の地地設 の

地 点か か点から らから方 方ら方向 向方向

点点点点点点
角向角角

分 ３

８９ のの 級秒
秒地地ののの 基

の点点地地地 準
点方かか点点点

向ららかかか

方方ららら ＝

向向方方方 －－

角角向向向 ３

角角角 －の

結用

区

の 次結９

のん） の地 のん

地だ だの 地点

、とに 地 点と の線点線
よ 点 とを 地

っ と を結 点

結ん と
ののて んだ
地囲 だ線 の地

点ま

点点点

線、 地点

点

地地地

ののの

３４５
方方

ららら

かかか

点点

１
第

条

角角角

向向向

方

知

よ道

に海

定北

規
の

項
と
の堀

次
、事

り

角

度 度 度度

分 分 分分

秒 秒
向 方方 の方 のの 秒の 秒
向向 方
向

の の

度 地度

度度度 点分 北、分

分分分 緯

秒 ＝秒の の秒秒秒 度

方 方ののの 向 向方方方 分

向向向

秒）
）
かの

の 、の

点とのとれ

東地の ら地

地をた

、

と
を８点結区
だ 地 の 結のとん域 の ９
地 ん地を

及本 と 点 だ点結線日 点

と 線とん

、をだび測
地 結線
の のん、の系
地に の地
点よ 地点

地だ
点線

とる 点と と、

測 とを

度度度

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向 六
六

水也

有
公達

り
お

のの の

点 点地 地点 地の の地

面

地点 経点地 方点の地

点

点 向
角点

度
度
分

量 を結 の ８地

成 んだ 点 のののの 結ん

点点点果 だ線 と 地地地

とと線とを 、
を使 、 を

点点 点地地 地



整 北

新理

５

海

十法平 道

津成

埋

告 立 面

平 川昭 示 地成 町和年 第 の十 文

四 京年月 用

年 土法 号 積途

十 地律日

北 海

地

のののの

イロハニ

区
域点点点点

地地地

道 公 報

４
関

に
面立位

埋

地地地地る

ののののす
事

点点点点積工置

第

位区

置域点点

地地

のの

号

３
氏

の区
者

表立

名住代
埋

称所名域

二 区第

月 漁画

十 港整号三 施理）日 設組第 用合
１ 、第 ら条 地か

金

の の項 次

曜

の二かイロハ

定 お規 と

の地成等らののの

次の

点点

イ点果多方地地地

角かかか

のとを角向点
ららら

地を使点

点結用

度方方方 かん）

向向向 らだ

分角角角 北 ニ線
のに緯

度度度 地よ秒
の 点っ

施目先

の

度

行梨 のののの

区郡 地地地地

域羅 点点点点

臼
共

らららら町

かかかか

町

向向向向栄

方方方方

２

角角角角
度番
１ 度度度

等らの

目先次のの二か

点果多方地

梨のの地成

羅有のとを角向点

郡公

ら

臼水地を使点角か

町面点結用

度方 共かん）

向 栄らだ

分角 線北 町
２のに緯

度 番地よ秒
の １点っ

水都水

林京林

農東農

度

大
区

田臣

省代大

産千産
の森

１理
関

が島
霞

日

出 就届 がる 事よ 理に り
。 任た 退っ びあ 及が 任

、
旨
た
し

分分分 まて方
向 で囲分

秒秒秒 をま

ののの 順れ秒

方方方 次た

向向向 に区
結域、の

ん東地

だ日経点

線本

のの
地 び地地地 度の 及測

点点

分、

のに分点 イ系

４ 分分分
秒番

方、 のののの８ 秒秒秒

番 向向向向４ 方方方

、

のの

点点１ 地地 地地番 のの

及 点点

分 、まて方
向 ４で囲分

秒 番をま

の ８順れ秒

方 、次た

向 ４に区

番結域、の

ん東地

、だ日経点

線本
及測

地 び地 番度の

１系

地
土

１
の

２

のに 及分点

５

画
区

入保第

開入以証入

札金札 札
保 札にを保条 下

日加付金７ 消 参納証の

点る秒 地よ
と測

３４

ニ量）

海海札入入開

契北北入
出行札札札

条道道執

約

場場日場

を幌納の

項札

び

示市局

２

地
番

納納札の平を道

入次格
す行

達にい成有が

調
を入入参ず
に北こ指

す加れ年るう

る期場す

び

秒 地よ
点る

番と測
量）

１

地
北

次 海

の平入 道

と成札調リ 告

に達サ お 示

り年付をイ 第

すすク 一
般月るるル 成
就平同

分任任

区退就

納び 税 しすの及 証費 退

」 うこ付北 等 時金よる

す。免道 と ととの海

同者、務 う にる除財 い

。、付則 ） じは納規 。
当 そ方

相
を 者等和 額 の法昭

含 のは

央品及所時所

す中物所

北理日

所区管び

場

海海成に

３課時北北平
同

条
西道道

。

６札本年じ

丁幌庁

目市舎月

中１

物るも海と名

区
央階日

告争

品日所者該道。競

第札

の必す示入

等に当

に

仕平別要る

様成途なこ

指資と号関 等
１すはる

年示格。又す

場成名

入月る平指

札

を 説日所

明年停

事物ト 競 号

のカ

入等ー

争日項品ナ
名ー

札

びッ

下及リ

以称ト

札量

入数ジ

」
い個 と

任
年
月
日

年

名武子
信

田田

氏太太

も方海 。 積地北 む 見、

た治規 の っ自道 ）
契法則

の
約施第 分
金行

額令号 ５

六 。 に

七

す
費和下 当

消昭以 相
税

３納前

北出午

及年財 る

条局
西入時

６札

に海さ

書北止

目
丁室分 な

。示い

る告て

よ道れ

定
規。

にと

号こ

９い

第

北

施
実

を
）
。

う

物
る
す

樺同

堀
事
知

。道

る海

す

道川

海津

北十
新

郡
戸

住
堀央
中

事字

知町

則 上
地令規 以
び政務 額

」 の
方第

消

の
品

税札）い

費号と 入 也
達

資
の
入

購

也
達所２

地
番



のの細

契こここ詳

アイ

、

に入公入は

約名所の

す及のの入 在 関札告札

地契容行説

るび内執札

事称

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

道 公 報

９
約札札提提

契要入入そ

希の 作加加出出

書参参

要書者

の込望期場

成申

否のは限所他

第

っ

７８
務 札交交札入

入落財て
則 明付付の

規 説者札

の場方定効
第 書決有

交方な

付所法法入 条

号

。便便

う郵郵
６

平）等又

成第には
十よ電
四る報 条 年か入に
十

予、書

務約はは明

札よ

担北郵電中定公に

をを

する

当海便話止で開よ

るりる。

す道番番すあ

組納こ、。

る出号号
と変 織局

有す

の物－－が更

名品

りる － 称管
及理得こ
ると び課北

札

てた びる金もか入

い

て税書

、っ こ消額っ免

２て の費

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

かと

資に るい１するこ

札未のを。

格記 入円る
、わ

有さ に満で問

を載

北北

出次
提、

しれ 関に

道道

よ成海海

に平
り

幌納

所年札出

定

中物

の月市局

入
正北理

参区管

札日央品

に １ に札 第

申午３課

加

限 項 関
便海話のる の す郵北電

） 定 事番道番場。 規 る

納でを に

項号出号所
交し よ 局

す者 定

－物－付た り

品

るを め 管－ 理。落 た
札 予 北課

ら 二第る

月入

十札

三条は

日

めい

定な

のめ

で認

ま、

金

と
る。

曜

。が

ろ
こ

線 地札り 内 在道有

所海

る

幌得

市
中－。

央

端入ず

丁
６
西
条
３
北
区

見

い金 る数札、

なた す

に 件あ参積

者額 条がに
とすっ し当 にる加も

の

契 入金 反きるた た該 違

の た、は約 札額 しは者

入そ、金 、
財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

丁

を６

書西

込条

無金等

者 定

。
と
こ
る
す
出目

提 の 線 札す 格 内 道と 価

海

。 制

幌る

市

の

中－限

央

範
低

西最

条で

３内

北囲

区
丁の

６

日

事

目

。
る

よ
に

北

都は 海

、平 道市
完成 網計 年

了 走画
し年 支法
た 庁

。月 告

効額に に分 第

相の とを係

条当 す切る

病が
４

。
各るすり課に

草応後の既や育

や適植
ー細者

存 勢作、レや成

強はにスく権

の が期特

胚存

木 い４着０、の

台
は

母たあ台能る
穂月果に

雑木 こ省本るメとが

産

播

種と のロ 野農。な、

号。種

集し 品ン 菜１る
胚を

団て 種つ 試

は か用 はる 験」

い

３
も

を
格

目価

場を軸穂

苗平品第品メ登

種

１２
種ロ録 法成種

のン品 登

属種

番すどの 号 平年録

成
月号るう特昭
示和

日 第

年
号 支

第
律

法
号 庁

第
）

品

条

い

し長期

種 木下期対軸続

種以降てが間

と 品旬以
草質や

較 を降のはや

比

い

て い植勢的短

し 接定
場作落抗こ

、 だのを抵
さを等 ロ 合期と性と メ

区 つ どあな有で ン なで
は、よる別 る でりいす

、 メ種が木

らい 割 、

割

る 病

や種

こ レ 主 ロ現子や品

立、細よ

と ー に ン独親
る る行シくり

に ス つ つ

よ

胚１ は 政ロり 割 割い

長間 につ 病 病法ウ軸週

ー農も程 対る レ レ人リ

し割 ー

や早 て病 ス ス業東や度

技京実レ 術早短く 用ー

平

上ス 抵 に研生いす

及農だ性 成 年
法日び林いの

水１概

第録産号要 年 律登

植 年月 号月物
の
類

第種 日 ）日

項録

１登

第び

条及

公

第 告

規
の

項
１

示

性

行
発

開
の

次
る

よ
に

定

木勢栽、が 病 穂草うが
管ーめ ー のの培レ認 レ

育い理スら ス 生強
が品に２れ

や種注にる

穂すし抵

やを意対。 に

に。は性

る木るて抗

劣
いた抗有

と用ま抵を

こ

究たる
ある、性す

が

機丸めこ 問 抵抗

構葉接と 題 抗性

を選 野）ぎに のが 性で

い生 有抜 菜」木よ な発

作解 程し すを 茶をのり

研粉業決 度 るた 繰

業花

場 返

究親性で の 台圃 り

い 品で し

所とにき 強 木

題。 量 種も 育

）す問る

成交を早 的 でメ 成

育る

の品

の配生い 抵 あロ さ

北

り
よ称

に名

定の

規種

り
お事

と知

の道

次海

、
種
品堀

告

六
八

場メをる

工
る

す
関

に
為

にンしと

。合ロ有こ

る

胚

のはつな、

こ

は た、るい
い

作 抗 るン れ

め定割。軸

にじ

固 旧
メよる期 性の た 。

示産 定 農
ロりこで を生

しが栽 林種が

ン得との

水間れで、可あ培

中ら

。
た
れ也

さ
が達

録
登



道石過こ業社真

る写

平 が狩去と務団士

成 行支２をに法）

十 う庁年証必人の

四 指管間明要日有

年 名内にしな本資

十 競に国た機画格

北 海

２

令

資業の政政。

資次と
第 ず第 務格令 い
れ のに

該の の 種も条 条 要

道 公 報

１

るめ契

平資平す定
加に

者る

成格成
及
委度必の

年び年にも

業おなす

月託に要と

日務い資る

第

規 北

地定

３

海

に 道

よ
方 所開

札

り
自 及発

幌

、
治 び許

土

一
法 氏可

木

般
施 名年

現

競
行 月

業

争
令 日

所 及

号

地許

発る発

開れ開

１２

は名受

又のを

域域可

区
区た

工称け

二 争作又者械像者

月 入業はで設情を

十 札所地あ備報専

三 にを方るをマ任

日

しジ置

関有公こ有ネ配

る団。てメで

すす共と
るトる

指こ体いンき

る
名とと

金

類と会と

を。種こ協こ

停

曜

４ ４

さび１

止及。の。

る２ １ す第 第 格類件当
に 保保こ項 項

格文。規 規 存資存との

とマに す 書」書定 定 文
うクり 者 イいイよ る マ
）フ争 な ロ。ロ競 で ク

て格。約

こ ィィ入 い フ

平ロ

類が、

種道は

の

ィ

結に成フ

締
し定

ム

よめ年ル

うる

影

とも月撮

すの
しに務

ると日業

海に、一委

北

入 告

札
昭 び

示 番道

に
和
第 号

札参 ８

加
年
号政 幌

令 株平す

土

者
第 式成る

会木

オ７必
号 社年に

現
以 ホ月要

。
業

ツ日資
下 ー２な

所

別別

紋紋

ま住

含の

に者

町別

山紋

大元

市市

２

番 丁

日

２

いをは

て模又

れ規級

じ書

こ同文

いぼ級

なほ
契理

る管

す報

。く情

と

を
約士

。 ムムへ と ルル札

締旧

を 業業加 影影参 撮撮の

関

れ に

さ 託

除 委

排 務務

当般託

者 資

る る

い す

て

契争約

札め該競契

道定

木託に札

土委約入

幌る
調告

業約り公

現契よの
う

るす行

長係達を

所に

藤競務存

般役保

佐一る
争の文

運網を
政 ク格

告

」 輸建定
令

示

。 い 代第た
と 指め

う 表

第 役号） 締７。 取－
片

地 目

一５
の

岡条

北
３
支か
走ほ
網

道１
海－

ク

しイ

結マ

田
太

長筆
庁

６
いロ

て

格許

資格２資該

資資当
、

は有規に可

格格をに

のるする免

１のす定係

な
で 格

５

下こ
い 以

再し格資資に有

成資約
る 申格効 申たの格係

再

効有一 請の期 請申有の

書

よ書期効般 有間 し請

ク

功にはイ

札類マ

入種

行組すを

をアイウ

参

小す

合る う資中資中有
法 小 こ格格
業者

同律 企 とをを企る

４
の

項
１

道第

が有有

提提の

格 提再次

アイ資

ず 請 査 出 先出い 申 審 出

３
夫

敏

名のれ の 先 の先 の の
査請請

審
格申申

資

喪者る営許

申の

失次格に登

にが資業、

い件し等

めの要関録

定

れ該法取

契ずに、を

る

にしの消

にか当令り

約

当い定れ

る該な規さ

係

るとよと

のすこにた

も

方う類間期競 効の の

で

は入新

とを及間争 期更

る出当、札

法す提び間

はな期格落

者し該資の

３れの有決

、け間を札

な新るの

のば更す定

申な続認ま

のら手と日

条 業

請いめで

協そ

第 等昭 ですす等で

者者同の

４ 協和 きるる

る号 同

合成

に 組年 。ので組構
律 該る法員

掲 合法 当あ
る第 資も第を

げ 法
昭 格の３変 企 にに条更

係限第し 号 業 和

） 組
。号も 第 合 年 るる４た

除 律 業）にの ３ を 法 営

に 申 名事 称所か 再 のの

所当

び称地請由該

及在
幌者

先け地北札る

在す

中引

指ば道市で

のれ海
区続

にら幌央き

示な札

資

りい木南き

よな土

作。現

資

及
期
時期法

の
時方 請

審間審

方格の格

び資で
申な申

のしの

査に査

法

ことるき

はれは

請け請

たとっ可

るとな許。

あ

き許

、っと免

めなた、
録

期き登

効と。、

有た

間は

六 の、等

九

る

はをす

新格要

更資を

る

類旨す

書。たと

、失

あ

先が

出知

提通。

のの
ら

提か

該日

当た

、っ

に

第 をを掲条

のの

先１

出

相変げ第 く

１ 。 続更る
業第 ）で 、し企 号項 ）
３る 併も組７ 第あ 合た
格 は又に 条資 又の合号

有

渡中げ 規を

譲は掲 に
る

よ企協 すす

に小る 定

格

承団組 中者

り業業 る

得

し所西を

成業条

た企
務と

請総目う

申画丁よ

提務も

を総る

類部す

書

格

こ資

る、

すは

出課の

成らに

平な次

、ば、
と

な掲
。る

年いげ
請

月申

成出

平提

らの

か類

日書
先

いお

なに

わ。合

行う場
、

て

。い

契

りる

よめ

に定

示に

指

ので 企そ

継体 小合 で

作

織 等る 構

た組 業あ の

し

審

同員関格
に 協資 成

者

請

わ申

行再

りの

よ査

に
な

日提

７該

月当

１、

年に

ま出



８９

認落北項入契要そ

１な

者規に書

海 め札の札約
成の 財 いの定限作

道 な
の定よ。の

務 も決にる
し否他

則 と方り）要

規

す法定

北 海

５６７

開札札交交便

入入入郵

札証明付付は

保説又 札
日はの場方報

金書電 保
金除付所法よ

免交に

証
時

道 公 報

３４

海海札入入開

契北北入
札行札札札

条道道執

約

場場日場

を幌幌の

項札

所時所

す中木所

示市土

場央現及

第

務

１２

委委契札成託

入入平委
に

札
に託託に
加北す

付業業約参年関

るのの期す海る

す務務
間者札格

事名仕る道資

項称様

号

北

次 海

の平 道

と成 札
平お 幌
成り年 土

十一 木

四般月 現

年競 業

十争日 所

予を

和 。た者

昭 るめた
と

海格者

北価札

年定落
の。

則限る

規制す

道の
範
第

る関入

すにる

。内
号囲

札 。す北北

同事道道場

にる海海の
交

。幌幌で

じ項札札所
業る

央現す

中木付

市土
企

南所。

区

南所日

所区業び
企時北北平
同

条画海海成に

西総道道

務札札年じ

総市土月

丁部幌幌１。

目
務中木
区業

課央現日
３）

南所水

す

び必土有

及等に幌を

量入約な現る

数契要木

説日格所と

札の資業こ

文書ら示

存明か告。

保

号

マよ成８

書に平第

イる

海ロ３規

北ク。年に

二入 告

月札 示

十第

三以 ９

日下 号

」
札

入

金

い
と

曜

っ
下あ

以で

。
う

」価 則の 規低 務最 財て
）て 。っ うも いを と格

務
西総

条画

入

前

条階午

課
務
目総

丁部

西
第

フ月定

室
議
目会

丁１時

す

道
札ィ

で存

土ムま保

幌ル日る

務マ

業業書
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